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文科省委託研究第２回運営協議会を平成２２年９月

１６日（木）、川崎市青少年の家で行いました。 

今年度の研究テーマは昨年に引き続き「問題行動等

への対応におけるNPO等の活用に関する実践研究事業」

です。サポートセンターで指導・援助している児童生

徒の中から、研究テーマに沿った特徴的なケース２５

事例を取り上げて研究に取り組んでいます。 

主な研究のねらいは、効果的な学習カリキュラムの

開発。コミュニケーション能力を築くための活動プロ

グラムの開発。感情をコントロールするためのアンガ

ーマネージメントプログラムの開発です。 

岡田守弘委員長（帝京大教授）よりご指導をいただ

き、研究をまとめる方向もはっきりと見えてきました。 

 

今年も「昭和女子大学」からインターシップとして 

３人の女子学生が見えられました。この制度は平成１７

年度から受け入れが始まり今年で６年目になります。 

現在２名の先輩が川崎市の先生として活躍していま

す。２週間という短いきかんですが、児童生徒も年齢が

近いので親近感をもち楽しく活動しています。 

今後の研究の方向については、２５の事例を渡辺 

康麿先生の「自己形成史分析」の方法にしたがって

事例としてまとめます。 

各５事例の内容がひと目で見られるように各事例

を１ページにパターン別にまとめます。 

また、事例が２５と多いので、その中から問題行

動別の特徴的なものを、何事例か選び研究冊子に載

せ、今後の研究日程は毎月第３水曜日に定期的なカ

リキュラム委員会を行い、必要に応じて臨時の委員

会を開催します。 

次回の運営協議会は、12月16日に実施します。 

 

 

 

 

 

今年も「昭和女子大学」からインターンシップとして 

３人の女子学生が来ました。この制度は平成１７年度か

ら受け入れが始まり今年で６年めになります。 

現在２人の先輩が川崎市の先生として活躍していま

す。２週間という短い期間ですが、児童生徒も年齢が近

いので親近感をもち楽しく活動しています。 
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日           曜  主  な  行  事 

１ 金 安全点検日  

こどもサポート南野川定例会 

４ 月 エコチャレンジクラブ（家） 

５ 火 こどもサポート旭町（料理） 

６ 水 学習・相談担当者会 

放課後おもしろクラブ（理科） 

８ 金 サポーター研修 

９ 土 郷土講座（大山） 

教職員運動会 

10 日 よちよち歩きの子集まれ（家） 

12 火 中原区子育て支援事業 

13 水 事務局会議 

放課後おもしろクラブ（音・図） 

探検クラブ（大山） 

14 木 初任研指導員研修 

15 金 こどもサポート旭町（習字） 

16 土 川崎塾（教育会館） 

19 火 こどもサポート旭町（お茶） 

20 

 

水 

 

文科省カリキュラム委員会 

放課後おもしろクラブ（理科） 

22 金 こどもサポート旭町：保護者会 

23 土 輝け☆明日の先生の会 

不登校に悩む親の意見交換会 

27 水 学習・相談担当者会 

放課後おもしろクラブ（理科） 

28 木 シニア卓球クラブ（家） 

29 金 こどもサポート旭町（読書会） 

放課後おもしろクラブ（音・図） 

30 土 第２回理事会 

 

編集後記 

 ９月も大変暑い日が続きましたが、２４日 

台風１２号とともに、涼しさを通り越し秋冷

を思わせる季節となりました。 

サポートセンターでは現在、８１人の児童

生徒が元気に活動しています。指導する担当

者も２６人にのぼっています。問い合わせも

多く今後も希望者が増えるようです。 

10月行事予定 
 

 

 

                              

                 

・ぼくは、青少年の家にきました。いちばん楽しかったのはキャンプフ

イヤーです。なぜかというと、ほのおがすごかったから楽しかったで

す。花火はすごくきれいで楽しかったです。（小４男子） 

・ねるとき、おかあさんのことをおもいだして、ないてしまいました。 

 でも、ねるときいっくんが、もってきたほんをかりてよみました。 

 きょうの、やきそばがおいしかったです。またたべたいです。きょう

はほんとうにありがとうございました。（小４男子） 

・今回は４回めの参加なので、ふれあい活動にもだいぶ慣れてきました

今回一番楽しかったことが二つあります。 

一つめは、焼きそば作りを手伝ったことです。にんじんの千切りの

やり方もしっかり教えてもらうことができたのでよ良かったです。 

二つめは、メロンをごちそうになったことです。甘くて美味しかっ

たです。来年は高校生になるので忙しくなるかもしれませんが、来れ

る時は来たいと思っています。（中３女子） 

・きのうのよるやった花火がたのしかったです。今日はやきそばをたべ

ました。おいしかったです。よくねむれました。せんせいもやさしい

ので、たのしい生活になりました。（小５男子） 

 

 

 

 平成２２年９月２２日（水） 

に第５回役員会が、大山街道ふ

るさと館で行われました。 

 予算書・監査、各事業の進捗

状況、次年度の青少年の家指定

管理、旅費・交通費、新規事業

等について話し合われました。 


